
















要約:  小児の事故防止に対する保健指導の効果を検証し,小児の健やかな発育を促すため

に有効な保健指導や環境の整備推進を目的に,乳児健康診査等の場を用いて介入研究を行

った。本年度は,昨年度の予備調査に引き続き,介入前調査及び事故防止に関する介入を実

施した。調査対象は,鹿児島県内の 4市 8町の 6～7か月児健康診査・健康相談に参加した

乳児と保護者とし,介入群(2 市 2 町)と非介入群(2 市 6 町)とに分けた。 このうち介入群

については,通常の保健指導の他,集団指導,パンフレット,ステッカー,チェックリスト等

による介入を行った。介入前調査の結果については,介入群と非介入群の間に大きな差は

見られなかった。今後,介入を順次行い,介入後の両群を比較検討していく予定である。


